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東京の新たな被害想定（令和４年５月２５日公表）について 

 

東京都は、東日本大震災を踏まえ策定した「首都直下地震等による東京の被害

想定（平成２４年公表）」及び「南海トラフ巨大地震等による東京の被害想定

（平成２５年公表）」を１０年ぶりに見直し、令和４年５月２５日に新たな被害

想定を公表しました。 

本市においても発生が懸念されている、多摩東部直下地震等の首都直下地震に

対し、備えをより確かなものとしていくことが必要であり、新たな被害想定結果

を踏まえ、地域防災計画の修正を行いました。 

新たに公表された被害想定の主な項目については、下表のとおりです。 

 

（参考） 

 
（令和４年５月公表） 

多摩東部直下地震 

 （平成２４年４月公表） 

多摩直下地震 

主な被害項目 被害想定結果  被害想定結果 

震度 市内最大震度６強  市内最大震度６強 

建物全壊棟数 ４４５棟  ７２５棟 

建物半壊棟数 １,５６７棟  ２,５１５棟 

出火件数 ７件  ９件 

焼失棟数（倒壊建物を含む） １,５６５棟  １,９７４棟 

死者 ４９人  ６４人 

 うち要配慮者 ３１人  － 

負傷者  ６６２人  ６９７人 

 うち重傷者数 ９９人  ９４人 

避難者 ２１,０９１人  ３０,４９５人 

帰宅困難者 １９,８０６人  ２２,６５２人 

※図表における被害想定は、小金井市において被害が最も大きいとされる冬の夕

方１８時、風速８ｍ/秒のケース。 

※新たな被害想定におけるその他の地震及び被害項目全体については、【資料３－

３小金井市地域防災計画（修正素案）】第１部第３章を参照ください。なお、新た

な被害想定による大きな修正はございません。 

※令和４年５月公表の被害想定と平成２４年４月公表の被害想定は、前提条件が

異なります。 


